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平成 29 年度事業

　平成 29 年度にどのような事業が実施されたか、その一部を紹介します。

平成29年度に実施された事業に注目

　市民病院内に病児・病後児保育施設が
整備されました。

　第 11 回全国和牛能力共進会の出品に対
し支援と助成。内閣総理大臣賞を獲得さ
れ、種牛日本一となりました。

　スマートフォン等で見られる子育て支
援情報サイト「なないろ」が構築されま
した。

　サイクリングハブ施設が道の駅おおの
の横に建設されました。

　市内の小学校と中学校の空調設備工事
が実施されました。

　地域新電力会社「株式会社ぶんごおお
のエナジー」が設立されました。平成 30
年度から電気の小売事業が開始されます。
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が8名の議員
を問う市政

月５日と６日に行われた一般質問には８名の議員が登壇し、支所 ･公民館の整備、ぶんごおお
のエナジー、ふるさと納税など２０項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。
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吉藤里美（12 ページ）
・大型事業実施により市の財政状況の見込みは
・今後の市役所職員の定員管理は
・平成 31 年度に設置される子育て世代包括
　支援センターに期待する
・公共交通の充実を

神志那文寛（13 ページ）
・市職員の安全と健康を守る取り組みについて
・支所 ･ 公民館の整備について

小野泰秀（14 ページ）
・団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年問題
・どうなっているマイナンバー制度

赤峰映洋（15 ページ）
・本市における買い物弱者の実態と対策は
・市民病院はどのようにして市民の満足度と
　信頼を得るのか
・ぶんごおおのエナジーが市民にとって
　どのような恩恵があるのか

後藤雅克（16 ページ）
・市産品の PR 戦略について
・ふるさと納税を強化すべきでは

嶺英治（17 ページ）
・高齢化等を踏まえたまちづくり施策について
・急傾斜地崩壊対策事業について

首藤正光（18 ページ）
・大丈夫か、ため池は
・生活の本拠地と住民票

川野優治（19 ページ）
・バイオマス発電所にどう対応する

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
　　市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一般質問




